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平成28年の年頭にあたってのご挨拶
院長　渡邊　有三

　皆様におかれましては、平成28年の新春を恙
なく迎えておられることとお慶び申し上げます。
当院職員は、地域の皆様に愛され、信頼される
病院であり続けることを目指して、研鑽を続け
ています。その結果として、災害拠点病院、県
指定がん診療拠点病院、地域医療支援病院の指
定に加え、平成27年10月から救命救急センター
の指定も頂戴しました。従来は二次救急指定病
院でしたが、「救急は断らない」をモットーに
職員が頑張り、愛知県下トップの救急車による
搬送（年間 1万台以上）を受け付けているとい
う、救急医療に対する貢献が認められた昇格と
思います。このように沢山の救急搬送を受け入
れることができたのは、職員の努力も当然です
が、春日井市医師会の諸先生方のご協力による
休日・平日夜間急病診療所の存在を忘れること
ができません。春日井市総合保健医療センター
の新築移転に際し、当院の救急外来を移転・拡
張するとともに、休日・平日夜間急病診療所を
隣接する形に配置しました。隣接させた目的は
比較的軽症と思われる患者さんは一次救急対応
の診療所で診てもらうことにより、当院の救急
外来の負担を軽減し、重症者の治療に専念した
いと考えたからです。実際、ゴールデンウィー
クや年末年始などの繁忙期には多数の患者さん
を診療所の先生方が診てくださり、大変感謝し
ています。しかしながら、当院の救急外来と診
療所を受診される方の数は年々増加する一方で
あり、救急医療に携わる者の疲弊が強くなって
きていることも事実です。わが国の医療はフ
リーアクセスと呼ばれる方式で、「何時でも何
処でも自由に医療を受けることができる」とい
う世界に類をみない運営がなされてきました。
この方式は世界から絶賛されているものです。

しかし、医療サービスを提供する側にも限界が
存在します。これからは、「必要な時に必要な医
療が必ず受けられる」という方式に変換せざる
をえない状況となっています。当院を信頼して
受診される方々にもこの点をぜひご理解いただ
き、ご協力をお願いしたいと思います。院長を
拝命している私としては、救命救急センターと
いう名称に恥じることない高度な医療を提供す
るためにも、軽症と思われる方々には、かかり
つけ医を受診していただくか、休日・平日夜間
急病診療所への受診をお願いしたいと考えてい
ます。この目的を遂げるために、紹介状なく当
院の受診を希望される方には未紹介患者初診料
として2,160円のご負担を医療費とは別にお願
いすることに致しました。勝手なお願いで恐縮
ですが、当地区の救急医療の最後の砦を守るた
めにも、地域住民の皆様ならびに当院での治療
を希望される方々のご理解とご協力をお願いし
たいと存じます。
　今後も、皆様に信頼される病院でありたいと
願っておりますので、お気付きの点がありまし
たら、ご意見を賜れば幸甚です。末筆ではござ
いますが、皆様ならびにご家族の益々のご健勝
とご発展を祈念し、年頭のご挨拶とさせていた
だきます。



救命救急センターが開設されました救命救急センターが開設されました救命救急センターが開設されました

救命救急センターからのお願い救命救急センターからのお願い救命救急センターからのお願い

　皆様には、日頃より当院の救急医療にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　当院は、平成27年10月 1 日に愛知県知事より救命救急センターの指定を受
け、12月 1 日付けで救命救急センターが発足しました。救命救急センターに
は、救急部と集中治療部を配置し、初期診療を行う一次医療機関や、手術・
検査を行う二次医療機関、そして消防機関と連携することにより、救命治療
の必要な重篤な患者さんに対して、24時間体制で高度な救急医療の提供が可
能です。隣接する休日・平日夜間急病診療所や地域の医療機関とそれぞれの
機能と特色を生かし、患者さんの容態にあわせ、専門診療科と協力し治療を
行っています。
　当院の平成26年度における救急車での搬送者は10,241人、救急受診者の総
数は、36,407人であり、県内でもトップクラスの実績となっている上、救急部を受診される方は年々
増加しております。こうした中、救命医療を最優先とするためにも、ご自分の体調管理を行っていた

だく「かかりつけ医」を
持っていただき、救命救
急センターへの適正受診
にご協力いただきますよ
うお願い申し上げます。
　当院は、皆様に安心し
ていただける救命・救急
医療の拠点として、セン
ター職員一同、研鑽して
まいりますので、今後と
もよろしくお願い申し上
げます。

　市民病院では、紹介状がない場合などは未紹介患者初診料の負担をお
願いしています。平成28年 1 月 4 日以降、救命救急センターを受診され
た方についても時間帯により負担をお願いします。症状に応じて、地域
の診療所や休日・平日夜間急病診療所などの適切な医療機関を受診して
ください。

救命救急センター
部長兼救急部長
　　　近藤　圭太



シリーズ もの忘れと認知症のおはなし（第 5 回） 

神経内科部長  寺尾 心一 

さて、もの忘れと認知症のおはなしの続きです。 

最近は毎日のように新聞やテレビで認知症の特集があり、見ているだけで自分の将

来に不安を感じる人も多いと思います。日本は超高齢化・少子化の影響のため、今後

人口はどんどん減っていきます。一方で高齢化に伴い、認知症患者は増加すると推測

されています。昨年発表された厚生労働省研究班による報告では、今後アルツハイマ

ー型認知症の増加が顕著となり、2012 年に 462 万人とされた認知症患者が、約 30

年後の 2050 年には 1000 万人を超えると推計されました。またこの時期には日本の

人口は現在の 1 億 3000 万人から 9000 万人以下に減少し、なんと 65 歳以上の 40％

が認知症になるとの報告です。しかし、この数には 2012 年に約 400 万人と推定され

た認知症予備軍である軽度認知機能障害(MCI)は含まれていないので、世の中もの忘れ

を自覚する人たちばかりになってしまいます？？ 

2013 年 10 月に当科では「もの忘れ外来」をスタートしましたが、受診される患者

家族の多さに驚きました。診療に携わるスタッフが少ないため、対応が追い付かず試

行錯誤を繰り返した時期もありましたが、現在まで何とか患者家族の目線で対応でき

たのではないかと思っています。昨年 12 月には「もの忘れ」のために当院神経内科を

受診された初診患者が、2013 年 10 月から数えて 1000 名を超えました。近隣の開業

医先生からご紹介もありますが、院内に貼ってあるもの忘れポスターの効果は大きい

と感じています。2 年間に「もの忘れ外来」を受診した患者について少しまとめると、

初診の患者は 891 名で、問診や診察・諸検査の結果から、認知症予備軍となる軽度認

知機能障害(MCI)が 244 名(27％)、病気である認知症が 647 名(73％)でありました。

認知症の原因はアルツハイマー型認知症が 64％と最も多く、その他にレビー小体型認

知症と前頭側頭型認知症が各 6％、脳血管性認知症とうつ病性仮性認知症が各 5％、正

常圧水頭症が 3％などです。診察時に症状の経過が、数か月や半年など短い場合には、

今後の経過観察が必要であるといつも患者家族にはお話しをしています。年の単位で 



経過を見ていくうちに、当初はもの忘れ症状であっても動作が遅くなったり、興奮症

状や性格変化があったり、幻覚症状が出るといった病状が徐々に変化する場合もあり、

最終的に病気の名前が変わってしまうこともよくあります。これは当初の診断が決し

て誤診でなく、徐々に症状が進行していく病気の経過を見ていればありうることです。

その時期によって問題となる症状も変化する可能性があり、個々に対応していく必要

はあります。なかなか特効薬はないので、一人暮らしや人と接する機会がなければ介

護保険を申請し、デイサービスなどの利用といった環境整備も重要です。家族の接し

方や対応の仕方も大切で、興奮することが目立つようであれば精神安定剤も必要です。

一方で、診察予約をとりながら事前ないしは当日にキャンセルされた方が 42 名ありま

した。ご本人の理解が得られず、当日になって受診を拒否されたのかもしれません。

昨年の 4 月・9 月に病院内で、「もの忘れと認知症のおはなし」という内容で公開講座

を開催しました。平日にもかかわらず多くの方が参加され、皆さんの関心が高いと感

じました。さらに 12 月 12 日の第 44 回市民公開講座では、皆様に少しでも認知症に

対する理解を深めていただけるように何か月もかけて講演の準備をしました。来場者

が 200 名の予定人数を大幅に超え、総合保健センターの会場が超満員になってしまい

ました。大変嬉しく思いましたが、消防法に反し定員オーバーであると厳しい指摘が

ありました。 

 生活が便利になると確かに良いのですが、脳にとっては必ずしも良いとは限りませ

ん。ものを見て聞いて考えるといった大切な行動が減り、どうしても受け身の生活に

なりがちです。例えば、携帯電話はメモリがあるので、電話番号を覚える必要がない。

調べものがあってもネットですぐに検索でき、辞書を引く必要がない。最近のスマホ

は喋れば検索してくれる。買い物に行かなくても、電話やネットで宅配してくれる。

車の運転はナビがあるので地図をみる必要がなく目的地にまで行ける。高速道路は 

ETC があるので、お金の計算はいらないなどたくさんあります。便利は生活には良い

ものの、やはり頭は使わないと衰えます。毎日の生活の中で、もの忘れが気になる・

認知症が心配な方は、ぜひご家族同伴で「もの忘れ外来」の受診をお勧めします。 



花粉症の予防と対策

花粉症
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耳鼻科受診

市民病院のクリスマス

　花粉症とはアレルギー物質である花粉が鼻粘膜に接着し、くしゃみ、鼻水、鼻つまりの 3症状を引き起
こす疾患です。そのほかにも目のかゆみや皮膚のかゆみ、鼻つまりに伴う不眠、集中力の低下など日常生
活、社会生活の低下ともなります。日本人の 4人に 1人は花粉症といわれており特に 3月～ 5月のスギ花
粉、ヒノキ花粉飛散の時期には多くの方が花粉症に苦しめられております。

　花粉シーズン中、アレルギー物質の花粉が鼻粘膜に接着しないような対策、予防がまず必要です。
　 1　晴れた風の強い日は外出を控える
　 2　目・鼻・口からの花粉進入をふせぐため、めがねやマスクを着用する
　 3　家に入る前には衣服や髪をはらって花粉を除去する
　 4　目・顔・手を洗い、うがいをする

　予防をいくら行っても花粉症状はどうしても起こりうるものです。耳鼻
いんこう科を受診し、花粉症の診断をつけるとともにどの花粉症なのかを
知ることが大切です。採血でアレルゲンを特定します。また、花粉症状が
ひどくなってから耳鼻いんこう科を受診した場合、どうしても症状の改善
が不十分になってしまいます。花粉の飛散２週間前に抗アレルギー薬を服
用すると、症状がやわらいだ状態で花粉シーズンを乗り切ることができま
す。自身の花粉症の状態を把握して、花粉シーズンに備えましょう。

　12月を迎え、中央ホールには高さ 9メートルのツリー型イルミネーション
が設置されました。
　同月 9日には小児科病棟でクリスマス会が行われ、工作や演奏、手品など
盛りだくさんの内容に子どもたちは大喜びでした。

耳鼻いんこう科医長　佐藤　雄二
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シリーズ　薬の使い方　第８回　「塗り薬の塗布量」シリーズ　薬の使い方　第８回　「塗り薬の塗布量」
　みなさんは塗り薬を使用するとき、塗るのに
必要な量は？等と疑問を感じたことはありませ
んか。今回は塗り薬の量について紹介します。
　軟膏などの塗る量は最近では1FTU（Finger 
Tip Unit）という単位を用いて説明されること
が多くなりました。1FTUは本来ステロイドの
軟膏やクリームを塗る際の量です（ステロイド
とは炎症を抑えたり、免疫の働きを弱めたりす
る薬で、もとは人間のからだの中で作られるホ
ルモンです）。これは人差し指の先端から第一
関節までチューブから絞り出した量が約0.5gで
両方の手のひらに塗る量に相当するという塗り
方です。この場合、絞り出した量が約0.5gにな
るのは25gや50gの大きいチューブです。5gの
チューブでは人差し指の先端から第一関節まで
を2回絞り出した量が約0.5gとなります。成人
の場合、片腕には3FTU、片脚には6FTUが必要
だといわれています。ステロイド外用薬を塗る
際は1FTUを参考にして考えるとよいでしょう。

チューブに入っ
た塗り薬を成人
の人差し指の先
から第1関節の
長さまで出した
量を1FTUとい
います。

　では保湿剤についてはどうでしょうか？保湿剤の塗布量に関しては、量が少ないことで効果に差が出る
ことがわかっているため十分な量を塗布することが大切です。十分な量とは、男性では先ほど紹介した 1
 FTU（0.5g）程度、女性では0.8FTU程度が目安です。塗布回数も医師から指導された回数を守って適切
に使用しましょう。複数の塗り薬を使用するとき塗布する順序は「塗布する面積の広い皮膚外用薬から先
に塗布する」と考えておきましょう。なぜかというと、塗布する面積が広い薬を後に塗布すると狭い範囲
に塗った薬が広い範囲にのび、全体に広がってしまうからです。そのため正常な部位にまで局所的な副作
用が起こる可能性があります。

薬剤科　家崎　光太郎

軟膏・クリーム

1FTUで成人の両方の
手のひらに塗れます。

1FTU
（約0.5ｇ）

市民公開講座の予定市民公開講座の予定
開催日　平成28年 2 月 6 日（土）
場　所　春日井市総合保健医療センター
テーマ　目と耳・鼻の病気を知ろう
講　師　眼科医長　　　　　　福田　紘子
　　　　耳鼻いんこう科医長　佐藤　雄二
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